議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２６年５月８日(木)　午前１０時１３分～午後３時３７分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　佐野尚人　副委員長　さとうゆみ
委　員　青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　加藤和男　
川合保生　水野とみ子
議　長　正木祥豊　副議長　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　議題
本日の議事日程について
（委員長）・　慣例により１年で辞職としている議長職について、正木議長の辞職は、この臨時会の議事日程に含まれるのか、議運を開催し確認すべきとの意見があったので、急きょ議運を開催する。
（委　員）・　正木議長は、辞職の意思はあるのか。
（議　長）・　地方自治法には「議長の任期は議員の任期による」とあるため、残りの任期
を全うする。
（委　員）・　辞職しないというのであれば、議事日程を変更し、議案の審議よりも先に常

任委員会委員等の選任を審議することとしてほしい。
（委員長）・　その理由は何か。
（委　員）・　議長が議会の慣例を無視するのであれば、議会人事は徹底的に議論したいの

で、順序を先にすべき。
　　　　 ・　議長の辞職及び議会人事については、議論が長時間に及ぶ可能性があるため、

まずは当初の日程どおり議案の審議をしてはどうか。
・　議会人事を先に審議すべき。

・　継続して議長をやりたいということであれば、もっと早い段階で慣例を変え

ようという議論をすべきだった。今回は慣例どおり一旦辞職をし、その上で議
長選挙に再出馬してはどうか。
（議　長）・　悪しき慣例は、変えていかなければならない。
（委　員）・　議長を辞職しないということであれば、議会人事を議案よりも先に審議すべ

き。
（副委員長）・　執行部の予定などもあると思うので、先に議案を審議し、議会人事を審議し
てはどうか。
（委　員）・　議案を先に審議することも慣例である。市民に直接関係のある議案審議を先

に行うべきではないか。
　　　　 ・　慣例では、議長が信任を受けて、再選されることを妨げていない。
（委員長）・　本臨時会の議事日程は、４月３０日の議運で既に確認しており、執行部も議
運の際に提示した議事日程で準備を進めている。
（委　員）・　意見は出尽くしたようなので、採決を行ってはどうか。
（委員長）・　一旦休憩とする。
＜休憩　１０：３４＞

＜再開　１０：４５＞
（委員長）・　日程変更について、議論が平行線のままなので、採決を行いたい。

（委　員）・　議長が辞職しなければ、議会人事についても審議できない。

（副議長）・　議案を先に審議した方がよいのではないか。

（委　員）・　もう少し話し合いたいので、休憩を取ってもらえないか。
（委員長）・　一旦休憩とする。
＜休憩　１０：４９＞

＜再開　１１：１５＞
（委員長）・　会派等の意見はあるか。
（委　員）・　やはり議案を審議してから議会人事を審議すべき。

（副委員長）・　本件については、もう少し話し合いが必要ではないか。

（委員長）・　一旦休憩とする。
＜休憩　１１：１７＞

＜再開　１３：００＞
（委員長）・　意見はあるか。

（委　員）・　委員長は、休憩中どのような行動をとったのか。
（委員長）・　委員の意見を議長に伝え、議会が円滑に進むよう勘案してほしい旨お願いし
たが、まだ説得の途中である。
（委　員）・　結論を出して頂きたい。
（委員長）・　一旦休憩とする。

＜休憩　１３：０２＞

＜再開　１４：００＞
（委員長）・　副議長とともに議長を説得しているが、結論には至っていないため、一旦休

憩とする。
＜休憩　１４：０１＞

＜再開　１５：０３＞
（委員長）・　本臨時会の議事運営について、日程第８「常任委員会等の閉会中の継続調査
の申し出について」まで議事進行することを約束した覚書を正副議長および議

運の正副委員長名で作成した。これを基に、再度、各会派で話し合いをしてほ

しいので、一旦休憩とする。
＜休憩　１５：０４＞

＜再開　１５：３０＞
（委員長）・　議事日程の確認をしたいが、当初の議事日程でよいか。
＜異議なし＞

（委員長）・　開会時間が遅くなってしまったので、臨時会の会期を５月８日及び９日の２

日間として本会議で提案したいがどうか。

＜異議なし＞
（委　員）・　本日の議事日程は、日程第１「会議録署名議員の指名」、日程第２「会期の
決定」、日程第３「諸般の報告」でとどめてはどうか。

（委員長）・　本日の議事日程を日程第３までとしてよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　午後４時１５分に臨時会を開会する。

（委員長）・　以上で本日の議会運営委員会を終了する。
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